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共範鴫語〔共義語〕 ［（独） Synkategorema-

tika] 

自義語（Kategorematika）を反対概念と
する文法的区別。 アリストテレスにまで遡る
この区別では， 自義語とはくそれ自体で完全
な意味をもっ言語表現〉であるのに対し， 共
範購語とはくそれ単独では完全な意味をもた
ず他の言語表現と結合して初めて意味をもっ
言語表現〉である。 たと えば 「と結びつい
て」

「と」
「あるしサむなどの表現は， 「 Aと

B」のように他の表現と結びつくことによっ
て初めて意味をなす。 マ ルティはこの区別を
表象， 判断などの心的現象の観点から捉えな
おし， 独立の心的現象を単独で伝達しうる言
語記号を自義的（autosemantisch）と し，
そうでないものを共義的（synsemantisch)

とした。 しかし， 文法的区別はむしろいっそ
う本質的な意味の領域における区別の表れで
あるとするフッサールは， 意味に関して 「独
立的意味」 と 「非独立的意味」 の区別をもう
け， 意味そのものの非独立性こそ共範鴎語の
本質をなすと言う。 すなわち 「非独立的意味
は， ある具体的な意味作用の非独立的な部分
作用の中でのみ実現され， この意味を補足す

る他のもろもろの意味と結合することによっ
てのみ具体性を獲得しうるのであり， 意味の
全体の中でのみそれは〈存在〉しうるのであ
る」 ［LU II /1 304f., 312］。 それゆえこの問題
は， 実は独立性と非独立性というより大きな
現象学的主題の文法学的な変奏にほかならな
い。 �⑧独立性／非独立性， 独立的意味／非独立 
的意味， ③マノレティ （柴田正良）
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